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概 況

2022 年末の自販機及び自動サービス機の普及台数は、対前年比 99.1％の 396 万 9,500

台となりました。

台数占拠率が最も高い飲料自販機は、224 万 2,700 台（対前年比 99.5%）とほぼ横ば

いで推移しました。これは国内経済がウィズコロナに転じたことによる人流回復に加え

夏場の止渇需要により、停滞していた飲料メーカーの投資意欲が幾分喚起されたことが

要因に挙げられます。また、食品自販機においては、冷凍食品自販機が保存技術の進歩

により多様な商品を取り扱えるようになった上、非接触ニーズの高まりをきっかけに人

気を博しました。さらには、家庭で気軽に専門店の味を楽しめることからファミリー層

での利用が進むといった反響を呼び、7 万 7,700 台（対前年比 106.7％）に増加しました。

他方、たばこ自販機はピーク時には約 63 万台が設置されていましたが、成人識別装置が

搭載された以降、台数の減少はとどまることなく 9 万 2,300 台となりました。これに加え、

2026 年 3 月末に成人識別機能 taspo が終了することから、更なる台数減が予測されます。

次に、券類自販機について、乗車券券売機はコロナ禍からの経済回復以降もテレワー

クの浸透により鉄道利用率が低下していることを背景に、IC カードチャージ・定期券発

行といった高機能券売機への台数集約化や機器の置き換えサイクルの延長がなされる傾

向にあり、対前年比 98.6％と微減しました。一方、食券券売機については、ラーメン・

牛丼チェーン店等外食産業の売上増による需要回復やコロナ禍における非対面決済ニー

ズの高まりを受け、対前年比 101.9％となる 4 万 8,900 台となりました。

また、時間や場所等を提供する自動サービス機では、自動精算機・両替機ともに更新

需要が一巡したことが減少要因に挙げられるほか、ロッカーでは旅行需要の高まりによ

り利用環境の改善はみられるものの、依然として既存機の入れ替えが主となっているこ

とから、対前年比 99.8％と前年を下回る結果となりました。
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自販機普及台数

機　　種 中　身　商　品　例 普及台数
（台）

前年比
（％）

飲 料 自 動 販 売 機

清涼飲料（缶ボトル） 1,994,000 99.7

乳飲料（紙パック） 100,400 99.4

コーヒー・ココア（カップ） 128,000 95.5

酒・ビール 20,300 99.5

飲 料 小 計 2,242,700 99.5

食 品 自 動 販 売 機 インスタント麺・冷凍食品・
アイスクリーム・菓子他 77,700 106.7

た ば こ 自 動 販 売 機 たばこ 92,300 79.6

券 類 自 動 販 売 機
乗車券 14,200 98.6

食券・入場券他 48,900 101.9

券 類 小 計 63,100 101.1

日 用 品 雑 貨 自 動 販 売 機 カード、衛生用品、新聞、玩具他 201,500 99.3

自 動 販 売 機 合 計 2,677,300 98.8

自 動 サ ー ビ ス 機

両替機 63,500 99.1

自動精算機（駐車場・ホテル・病院他） 157,700 98.7

その他
（コインロッカー・各種貸出機他） 1,071,000 100.0

自 動 サ ー ビ ス 機 小 計 1,292,200 99.8

　　合　　　計 3,969,500 99.1 

2022 年 12 月末現在
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機種別普及状況
2022 年 12 月末現在

年別普及台数
年 普及台数（台） 前年比（％）

2011（平成 23） 5,084 ,340 97.6
2012（平成 24） 5,092 ,730 100.2
2013（平成 25） 5,094 ,000 100.0
2014（平成 26） 5,035 ,600 98.9
2015（平成 27） 5,001 ,700 99.3
2016（平成 28） 4,941 ,400 98.8
2017（平成 29） 4,271 ,400 86.4
2018（平成 30） 4,235 ,100 99.2
2019（令和  1） 4,149 ,100 98.0
2020（令和  2） 4,045 ,800 97.5
2021（令和  3） 4,003 ,600 99.0
2022（令和  4） 3,969 ,500 99.1

※ 2017 年の台数減については「日用品雑貨自動販売機」の統計機種再考による。




